
平成™™年Ÿ月 日 月曜日 (第œš�˜号付録) �月目録官 報
三
六
八

公
証
人
法
第
七
条
ノ
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
件

一
六

四

三
六
九

不
動
産
登
記
規
則
等
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
附
則
第
三

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き

事
務
を
指
定
す
る
件

一
六

四

三
七
〇

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利

用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第

十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
件

二
〇

三

三
七
一

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

二
〇

三

三
七
二

戸
籍
法
第
百
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
指
定
に
関
す

る
件

二
一

二

三
七
三

原
戸
籍
の
一
部
が
滅
失
し
た

件

二
一

二

三
七
四

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

二
二

三

三
七
五

戸
籍
が
滅
失
し
た
件

二
三

四

三
七
六
e

三
七
八

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事

務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特
別

措
置
法
第
七
条
の
規
定
に
よ

る
承
認
を
し
た
件

二
三

四

三
七
九

信
託
法
の
施
行
に
伴
う
関
係

法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置

を
定
め
る
政
令
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
事
務
の
指
定
に
関

す
る
件

二
三

四

三
八
〇

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技

能
実
習
の
項
の
下
欄
に
規
定

す
る
団
体
の
要
件
を
定
め
る

省
令
第
一
条
第
一
号
ト
の
規

定
に
よ
る
技
能
実
習
を
監
理

す
る
団
体
及
び
出
入
国
管
理

及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第

一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め

る
省
令
の
表
の
法
別
表
第
一

の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項

の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る

活
動
の
項
の
下
欄
第
二
十
九

号
の
規
定
に
よ
る
技
能
実
習

を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正

す
る
件

二
三

五

三
八
一

戸
籍
が
滅
失
し
た
件

二
六

三

三
八
二

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

二
六

三

三
八
三

〃

二
七

三

三
八
四

〃

二
八

四

三
八
五

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技

能
実
習
の
項
の
下
欄
に
規
定

す
る
団
体
の
要
件
を
定
め
る

省
令
第
一
条
第
一
号
ト
の
規

定
に
基
づ
き
監
理
団
体
を
定

め
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民

認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二

号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の

表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表

の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第

一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項

の
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定

に
基
づ
き
技
能
実
習
を
定
め

る
件

二
九

四

三
八
六

不
動
産
登
記
規
則
第
三
十
六

条
第
一
項
第
二
号
等
の
規
定

に
基
づ
き
登
記
所
を
指
定
す

る
件

三
〇

六

〇
外

務

省

三
一
九

千
九
百
七
十
三
年
の
船
舶
に

よ
る
汚
染
の
防
止
の
た
め
の

国
際
条
約
に
関
す
る
千
九
百

七
十
八
年
の
議
定
書
に
よ
っ

て
修
正
さ
れ
た
同
条
約
を
改

正
す
る
千
九
百
九
十
七
年
の

議
定
書
の
附
属
書
×
の
改
正

に
関
す
る
件

一
139

三

三
二
〇

千
九
百
六
十
六
年
の
満
載
喫

水
線
に
関
す
る
国
際
条
約
の

千
九
百
八
十
八
年
の
議
定
書

へ
の
カ
ナ
ダ
の
加
入
に
関
す

る
件

二

四

三
二
一

千
九
百
七
十
四
年
の
海
上
に

お
け
る
人
命
の
安
全
の
た
め

の
国
際
条
約
に
関
す
る
千
九

百
八
十
八
年
の
議
定
書
へ
の

カ
ナ
ダ
の
加
入
に
関
す
る
件

二

四

三
二
二

千
九
百
七
十
三
年
の
船
舶
に

よ
る
汚
染
の
防
止
の
た
め
の

国
際
条
約
に
関
す
る
千
九
百

七
十
八
年
の
議
定
書
に
よ
っ

て
修
正
さ
れ
た
同
条
約
を
改

正
す
る
千
九
百
九
十
七
年
の

議
定
書
へ
の
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦

共
和
国
の
加
入
に
関
す
る
件

二

四

三
二
三

国
際
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
関
憲
章
の
日
本
国
に
よ
る

批
准
に
関
す
る
件

二
140

四
一

三
二
四

ネ
ア
ッ
ク
ル
ン
橋
梁
建
設
計

画
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る

日
本
国
政
府
と
カ
ン
ボ
ジ
ア

王
国
政
府
と
の
間
の
書
簡
の

交
換
に
関
す
る
件

五

二

三
二
五

人
材
育
成
奨
学
計
画
の
た
め

の
贈
与
に
関
す
る
日
本
国
政

府
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
政
府

と
の
間
の
書
簡
の
交
換
に
関

す
る
件

五

二

三
二
六

脱
税
の
防
止
の
た
め
の
情
報

の
交
換
及
び
個
人
の
所
得
に

つ
い
て
の
課
税
権
の
配
分
に

関
す
る
日
本
国
政
府
と
バ

ミ
ュ
ー
ダ
政
府
と
の
間
の
協

定
の
効
力
発
生
に
関
す
る
件

五
141

一
五

三
二
七

空
港
保
安
機
材
整
備
計
画
の

た
め
の
贈
与
に
関
す
る
日
本

国
政
府
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共

和
国
政
府
と
の
間
の
書
簡
の

交
換
に
関
す
る
件

七

四

三
二
八

マ
ラ
ッ
カ
海
峡
及
び
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
海
峡
船
舶
航
行
安
全

シ
ス
テ
ム
整
備
計
画
の
た
め

の
贈
与
に
関
す
る
日
本
国
政

府
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国

政
府
と
の
間
の
書
簡
の
交
換

に
関
す
る
件

七

四

三
二
九

ク
ラ
ス
タ
ー
弾
に
関
す
る
条

約
の
効
力
発
生
に
関
す
る
件

九
145

一
八

三
三
〇

情
報
及
び
資
料
の
保
護
に
関

す
る
日
本
国
政
府
と
北
大
西

洋
条
約
機
構
と
の
間
の
協
定

の
署
名
等
に
関
す
る
件

一
二

三

三
三
一

ア
バ
イ
渓
谷
ゴ
ハ
チ
オ
ン
e

デ
ジ
ェ
ン
幹
線
道
路
機
材
整

備
計
画
の
た
め
の
贈
与
に
関

す
る
日
本
国
政
府
と
エ
チ
オ

ピ
ア
連
邦
民
主
共
和
国
政
府

と
の
間
の
書
簡
の
交
換
に
関

す
る
件

一
二

四

三
三
二

バ
マ
コ
中
央
魚
市
場
建
設
計

画
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る

日
本
国
政
府
と
マ
リ
共
和
国

政
府
と
の
間
の
書
簡
の
交
換

に
関
す
る
件

一
二

四

三
三
三

マ
ラ
ウ
イ
警
察
楽
器
整
備
計

画
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る

日
本
国
政
府
と
マ
ラ
ウ
イ
共

和
国
政
府
と
の
間
の
書
簡
の

交
換
に
関
す
る
件

一
二

四

œ
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